








1.序言 

 特発性高カルシウム尿症(Idiopathic hypercalcinuria:以下 IH)とは副甲状腺機能亢進

症、尿細管性アシドーシス、副腎皮質機能亢進、悪性腫瘍、特発性高カルシウム血症、ビ

タミ D 中毒等の明らかな高カルシウム(以下 Ca)尿を呈する原因がなく、尿中 Ca 排泄の亢

進している病態である。1953 年に Albight が始めて報告して以来、成人の尿路結石症の原

因として注目を集めている。 

  近年の欧米の報告を見ると、小児の無症候性血尿症の中に尿路結石を証明できない高 Ca

尿症に起因する血尿症がかなりの割合で存在することが報告されている。我々も同様の報

告を行なってきた。しかし、一方では高 Ca 尿症と血尿症との関連について否定的な報告も

見られているが、その大きな原因は高 Ca 尿症のスクリーニングのための基準値あるいは確

定診断基準が確定しないためと思われる。 

 今回我々は、無症候性血尿、出血性膀胱炎、肉眼的血尿発作など血尿を主訴に当科を受

診し高 Ca 尿症が疑われる児について、その尿スクリーニング値および診断基準について検

討を加えたので報告する。 


